
毎日新聞寄附講座「ジャーナリズムの現在Ⅱ」レジュメ（061107）  

ロテーマ「震災の教訓から防災教育へ」  

毎日新聞大阪本社阪神支局、中尾卓英  

【メーンテーマ】   

地寮、津波、ハリケーンや台風‥・。近年、国内外で災害が相次いでいる。近い将来、  

東南海・南海地震や首都圏直下型地震などの危険性も指摘されている。   

古里、神戸を襲った阪神大震災以降、2000年の北海道・有珠山噴火災害、02年  

の新潟県中越地震、04年暮れのスマトラ島沖地震など多くの被災地で取材。災害で真  

っ先に被害を受けるのは体の不自由なお年寄り、心身にハンディキャップを負った障害  

者、そして子どもたちだ。   

阪神大震災の教訓の一つ、住宅耐震化。震災直接死者（約5500人）のうち9割近  

くは住宅倒壊による圧死・窒息死だった。一方、3万人近くの人々が、消防や自衛隊で  

はなく、近隣住民の手で倒壊住宅から救い出された。事前に備えることで被害を減らす  

「減災」の視点。家族」地域などコミュニティーのつながりと、防災教育の大切さ。「災  

害を防ぐことは出来ないが、備えることで被害を減らすことは出来る」   

マザー・テレサは「愛の反対は無関心」と言った。震災後、「他者の痛みに共感、共  

有し、困っている人に何が必要かを想像できる」KOBEの人々は私の財産になった。  

災害の教訓を次代を担う子どもたちに伝えるため何が出来るか。読者と共に考え、歩き、  

つむいでゆく「報道」の形を、受講生のみなさんと一緒に考えたい。  

【講義概要】  

①阪神大震災直後の経験 「何も出来なかった」一人の新聞記者  

②仮設住宅の孤独死から   

200人に達した孤独死。被災者の思いを報道し行政に届ける、「被災者生活再建支  

援法」のキャンペーン報道。  

③「震災モニュメントマップ」   

阪神大震災被災地の学校、公園などに建立された250を超える慰霊碑などのモニュ  

メント。その由来を訪ねマップを作成。震災遺族と共に歩く。  

④「笑顔のお返しプロジェクト」   

北海道有珠、東京都三宅島の噴火災害被災地の子どもたちを神戸に招いて、震災疎開   



を経験した神戸の子どもたちの家でホームステイと交流。  

⑤「ワールド・フットボール・デー」   

02年、サッカー・ワールドカップ（W杯）を機に、アフガニスタンの難民キャンプ  

に66］．個のサッカーボールを集めて贈った神戸の子どもたち。UNICEFとFIF  

Aの尽力で、世界20カ国で平和の中で子どもたちがサッカーを楽しむ「ワールド・フ  

ットボール・デー」を開催。  

⑥「世界子ども救援キャンペーン」と出前授業の試み   

毎日新聞が四半世紀にわたって続けているキャンペーン報道。04年末のインド洋大  

津波の被災地■スリランカ取材。帰国後、約20の′J、中学校で出前授業。  

⑦「ぽうさい甲子園」   

05年1月から、全国の小中高生が地域学習や総合学習の時間で実践する防災教育の  

取り組みを集めて、神戸市で発表会を開催。子どもたちの自由な発想が大人を動かす。  

「これ以上、災害による死者を出さない社会をつくるために」。   
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08月】日 l乙■巾    ■■茨任（81）仮IRl王モ■らし  

○  即日  芦■市    ■tす牲（S3）食止立！Eで■蚊  

¢  丑日   印     ■t瞥女捜く伯）塵∪■■、戦かト111瓜、ね一に｝（J  
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間
－
－
し
て
し
f
っ
た
 
 

〃
ハ
己
ん
に
、
市
町
の
叩
折
 
 

か
ら
飼
え
三
っ
仁
．
 
 
 

黙
馬
空
言
■
＿
に
霹
 
 

し
い
「
ケ
7
亨
／
ク
ー
q
が
 
 

ぺ
J
り
中
寧
巳
〓
器
芸
 
 

【
用
）
は
r
け
位
け
円
も
し
て
 
 

く
れ
匂
い
、
と
い
う
夢
■
 
 

庶神大耳火 孤独死の周辺   
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“
火
で
両
親
を
亡
く
し
た
1
5
歳
の
少
年
と
姉
の
心
を
伝
え
た
い
」
■
と
の
生
徒
の
言
葉
で
締
め
く
く
 
 

の
揺
れ
を
創
作
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
で
演
じ
た
。
 
ら
れ
た
。
 
 

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
で
被
災
体
験
村
介
 
 

露呈餃をテーマにしたミュージカルを：演じる神戸市立話中の生徒7こち   
神
戸
市
立
洛
中
3
年
生
1
9
人
は
、
阪
神
大
農
 
 一
人
で
も
笑
顔
に
な
る
よ
う
、
私
た
ち
の
思
い
 
 

洛
中
は
9
8
年
春
、
翠
災
復
興
 
 

で
作
ら
れ
た
新
都
心
に
開
校
。
 
 

地
震
で
家
や
肉
親
を
失
い
、
復
 
 

興
住
宅
か
ら
挙
っ
生
徒
も
多
 
 

い
。
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
は
音
楽
の
 
 

選
択
教
科
で
毎
年
取
り
組
ま
れ
 
 

て
い
る
が
、
震
災
1
0
年
を
横
に
 
 

初
め
て
震
災
に
向
き
合
っ
た
。
 
 
 

タ
イ
ト
ル
は
「
両
親
へ
の
≠
 
 

紙
」
。
震
災
で
両
親
を
亡
く
し
 
 

た
少
年
が
、
家
族
全
員
を
失
 
 

い
な
が
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
 
 

を
し
て
い
る
幼
な
じ
み
の
友
人
 
 

と
再
会
し
、
生
き
る
希
望
を
 
 

教
え
ら
れ
る
と
い
う
ス
ト
ー
リ
 
 

劇
は
「
た
く
さ
ん
の
方
々
に
 
 

支
え
ら
れ
て
今
の
私
た
ち
が
あ
 
 

○
 
 

る
こ
と
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
 
 

た
い
。
世
界
中
の
多
く
の
万
が
 
 

宮
城
県
松
島
町
立
松
島
中
の
柔
道
 
 

部
1
、
2
年
生
は
昨
年
7
月
、
学
校
 
 

で
学
ん
だ
木
造
住
宅
の
簡
易
耐
震
診
 
 

断
法
の
学
習
グ
ル
ー
プ
「
き
ん
と
う
 
 

ん
」
を
作
っ
た
。
同
町
で
は
、
0
3
年
 
 

の
宮
城
県
北
部
連
続
地
震
で
木
造
民
 
 

家
が
倒
壊
す
る
被
害
が
あ
っ
た
。
 
 
 

グ
ル
ー
プ
名
に
は
、
孫
悟
空
の
雲
 
 

に
ち
な
み
「
神
出
鬼
没
の
働
き
で
地
 
 

域
に
貢
献
し
た
い
」
と
い
う
願
い
を
 
 

込
め
た
。
生
徒
た
ち
は
、
町
内
の
民
 
 

圏
鳳
岨
 
 

優秀賞3点   
愛知県美浜町立布土小児童防災会  

は「いのちの学習」をテーマに活動  

を続けている。児童が創作した「お  

・は・し・ものうた」は、地元の保  

育園や家庭でも口ずさまれるヒット  

ソングになった。  

生
徒
が
耐
震
診
断
 
 

愛知・布土小   
家
の
地
盤
の
か
た
さ
や
床
下
・
天
井
 
 

裏
の
老
朽
化
な
ど
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
 
 

で
調
査
。
子
ど
も
た
ち
が
地
域
で
活
 
 

動
す
る
こ
と
で
、
大
人
の
防
災
意
識
 
 

も
高
ま
っ
て
い
る
。
 
 
 

発表した永田理佐子さん（12）と  

伊藤実優さん（11）は、神戸の子ども  

たちが歌い継いでいる「しあわせ運  

ぺるように」を手話付きで披露。阪  

神大震災を体験した子どもたちの  

作文を読み、この歌を知った。字詰  

をつけて繰り返し歌ううち、「神戸  

の人たちの思いや襲いが伝わって  

児童が歌を創作  
きた」という。被災者の話を基にミ  

ュージカルも創作し、地域の祭りで  

発表。   
学習を通して「人はみな支え合い  

助け合って生きている」「『島・助  

け合い・希望』という私たちの思い  

は、必ずみんなの心に伝わる」と知  

った。  

発
表
会
で
生
徒
ら
は
「
筋
交
い
」
 
 

が
あ
る
家
屋
が
地
震
に
蛮
い
こ
と
を
 
 

模
型
を
使
っ
て
解
説
。
生
徒
会
長
で
 
 

グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
で
も
あ
る
鹿
野
 
 

哲
史
君
（
吐
は
「
こ
れ
か
ら
も
仲
間
 
 

を
増
や
し
て
地
域
の
防
災
に
貢
献
し
 
 

た
い
」
と
語
っ
た
。
 
 

楔型を使って耐露構造住  
宅（D説明をする宮1成県松  
島町立松島中の生徒7こち   
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子どもぽうさい甲子園  
⑪毎日新聞⑳ （…郵便腫可’  

J
ノ
ブ
「
 
ぽ
う
さ
い
大
賞
に
千
琴
大
野
小
鋸
㌫
日
ソ
削
い
酢
が
ら
 
 

千
葉
県
市
川
市
立
大
野
小
早
川
ひ
と
み
さ
ん
（
ほ
）
は
、
取
り
組
ん
だ
2
年
間
の
成
果
 
 

6
年
の
圃
安
海
人
君
（
1
1
）
と
ク
ラ
ス
を
「
地
震
防
災
研
究
を
発
表
し
た
。
 
 

次
世
代
を
担
う
小
中
学
生
の
防
災
教
育
の
取
り
組
 
 

み
を
募
集
。
2
6
都
道
府
県
の
訂
学
校
・
グ
ル
ー
プ
か
 
 

ら
、
地
域
の
課
題
に
応
じ
た
応
募
が
あ
っ
た
。
8
人
 
 

の
審
査
委
員
（
委
員
長
、
河
田
寿
昭
・
人
と
防
災
未
 
 

来
セ
ン
タ
ー
長
）
の
選
考
で
、
ぼ
う
さ
い
大
賞
1
点
、
 
 

優
秀
賞
3
点
、
入
選
5
点
、
審
査
委
兵
特
別
賞
2
点
 
 

が
選
ば
れ
た
。
 
 

表
彰
式
轟
表
会
で
、
実
行
委
異
で
も
あ
る
伊
藤
芳
 
 

明
毎
日
新
聞
大
阪
本
社
編
集
局
長
が
「
み
な
さ
ん
の
 
 

取
り
組
み
は
、
大
人
に
は
考
え
ら
れ
な
い
視
点
、
ア
イ
 
 

デ
ア
に
あ
ふ
れ
て
い
る
。
子
ど
も
た
ち
が
考
え
た
こ
 
 

と
を
発
信
し
、
社
会
で
役
立
て
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
 
 

さ
つ
。
阪
神
大
震
災
を
題
材
に
し
た
N
H
K
連
続
テ
 
 

レ
ビ
小
説
「
わ
か
ば
」
の
主
演
女
優
、
原
田
夏
希
さ
 
 

ん
も
駆
け
つ
け
、
賞
状
と
副
黄
を
手
渡
し
た
。
 
 
 

発
表
会
で
受
貴
校
の
代
表
の
子
ど
も
た
ち
が
取
 
 

学
校
や
地
域
で
防
災
教
育
に
取
り
組
ん
で
い
る
子
ど
 
 

も
た
ち
を
覇
彰
す
る
「
子
ど
も
ぼ
う
さ
い
甲
子
園
」
（
同
 
 

実
行
委
員
会
主
催
）
の
表
彰
式
・
発
表
会
が
今
月
8
日
、
 
 

神
戸
市
中
央
区
の
シ
ー
ガ
ル
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
。
「
ぽ
 
 

う
さ
い
大
声
に
輝
い
た
千
葉
県
市
川
市
立
大
野
小
学
 
 

子 

ど 

ー亀 

ぼ 

、つ 

さ 

い 

甲 

子 

園■  

…
〓
〓
こ
一
：
≡
≡
≡
〓
〓
≡
≡
≡
〓
三
〓
≡
≡
〓
〓
≡
≡
〓
〓
〓
＝
＝
二
…
≡
…
≡
≡
＝
≡
≡
≡
三
…
…
＝
三
…
二
二
＝
≡
≡
≡
≡
≡
…
 
 

、
こ
．
r
‥
…
－
き
 
こ
，
卜
、
所
」
と
名
付
け
て
ナ
マ
ズ
を
一
昨
年
5
月
ま
で
は
防
災
 
 

「減災文化」創造訴え  校
な
ど
1
1
団
体
が
表
彰
さ
れ
、
多
彩
な
取
り
組
み
を
発
表
。
 
 

会
場
に
は
、
井
戸
敏
三
・
兵
庫
県
知
事
ら
約
3
0
0
人
の
 
 

聴
衆
が
詰
め
か
け
た
。
 
 

【
中
尾
卓
菜
、
根
本
毅
、
大
場
弘
行
、
写
真
二
二
村
政
 
 

司
】
 
 

り
組
み
内
容
を
披
露
。
歌
や
劇
、
紙
芝
居
な
ど
を
通
じ
 
 

て
、
命
の
大
切
さ
や
助
け
合
う
心
を
訴
え
た
。
震
災
で
 
 

生
ま
れ
た
歌
「
し
あ
わ
せ
運
べ
る
よ
う
に
妄
作
詞
作
 
 

曲
し
た
臼
井
真
さ
ん
の
指
揮
で
合
唱
。
会
場
は
感
動
 
 

の
渦
に
包
ま
れ
た
。
 
 
 

ス
マ
ト
ラ
沖
大
地
軍
新
潟
県
中
越
地
震
な
ど
国
 
 

内
外
で
自
然
災
害
が
相
次
い
で
い
る
。
実
行
委
異
の
 
 

村
井
雅
清
・
C
O
D
E
海
外
災
害
援
助
市
民
セ
ン
タ
 
 

ー
理
事
は
、
ス
マ
ト
ラ
沖
大
地
震
の
被
災
地
・
ス
リ
 
 

ラ
ン
カ
の
現
地
彗
ロ
を
し
、
防
災
教
育
を
伝
え
る
こ
 
 

と
の
大
切
さ
を
話
し
た
。
 
 

子
ど
も
た
ち
の
防
災
意
識
を
高
め
る
己
と
は
、
将
 
 

来
の
整
コ
に
対
す
る
最
大
の
「
備
え
」
だ
。
子
ど
も
 
 

た
ち
の
自
主
性
、
独
創
性
あ
ふ
れ
る
取
り
組
み
か
ら
 
 

「
減
災
の
文
化
」
を
創
造
し
て
い
く
こ
と
が
強
く
求
 
 

め
ら
れ
て
い
る
。
 
 

教
室
が
〝
研
究
所
″
 
 

「子どもぽうさい甲子園」でぽうさい大賞を受賞、  

発表する千葉県市Jtl市立大野小の児童ら＝神戸市中  

央区のシーカ■ルホールで8日  

い
の
」
と
怒
る
ほ
ど
。
と
こ
ろ
 
 

が
約
1
0
日
後
、
阪
神
大
震
災
 
 

の
被
害
を
収
録
し
た
ビ
デ
オ
 
 

を
見
て
子
ど
も
た
ち
の
態
度
 
 

は
一
変
。
積
極
的
に
防
災
に
 
 

取
り
組
む
よ
う
に
な
っ
た
。
 
 
 

街
頭
で
辛
蘇
ら
4
5
7
人
 
 

に
ア
ン
ケ
ト
ト
す
る
と
「
地
 
 

震
後
に
生
き
残
る
自
信
が
あ
 
 

る
」
と
答
え
た
の
は
3
9
％
だ
 
 

け
。
早
川
さ
ん
は
「
大
人
た
ち
 
 

を
変
え
る
の
が
私
た
ち
の
仕
 
 

事
」
と
ひ
そ
か
に
決
心
し
た
 
 

と
い
う
。
さ
ら
に
、
教
室
の
ナ
 
 

マ
ズ
が
水
槽
を
跳
び
は
ね
た
 
 

1
0
日
後
、
北
海
道
で
十
勝
沖
 
 

他
年
が
発
生
。
防
災
へ
の
関
 
 

に
関
心
が
な
か
っ
た
。
避
難
 
 

訓
練
で
は
防
災
ず
き
ん
を
逆
 
 

さ
に
か
ぶ
り
、
担
任
の
吉
野
 
 

和
雅
教
諭
が
「
死
ん
で
も
い
 
 

「
．
＝
．
．
．
．
一
：
．
：
：
．
；
：
H
：
．
…
：
＝
■
 
 

神
戸
市
立
洛
中
学
校
 
 
 

震
災
を
テ
ー
マ
に
し
た
創
 
 

作
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
 
 

【
入
喜
 
 
 

福
島
県
北
塩
原
村
立
蓑
磐
 
 

梯
中
学
校
 
雪
降
ろ
し
で
ボ
 
 

ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
を
培
う
▽
 
 

愛
知
県
豊
偶
市
立
津
田
小
学
 
 

校
 
地
域
防
災
の
要
、
子
ど
 
 

む
新
聞
▽
兵
庫
県
芦
屋
市
立
 
 
 

【
ほ
う
さ
い
大
害
 
 
 

千
葉
県
市
川
市
Ⅴ
天
野
小
 
 

学
校
ト
レ
ビ
ア
ン
6
年
1
租
 
 
 

楽
し
み
な
が
ら
地
域
に
後
 
 

輩
に
防
災
を
伝
え
る
「
地
護
 
 

防
災
研
究
所
」
 
 

【
冥
賞
】
 
 
 

宮
城
県
松
島
町
立
松
島
中
 
 

学
校
・
防
災
学
習
グ
 
 

ル
ー
プ
き
ん
と
う
ん
 
 
 

簡
易
耐
震
診
断
で
 
 

地
域
の
人
々
の
命
を
 
 

救
う
▽
愛
知
県
美
浜
 
 

町
立
布
土
小
学
校
児
 
 

童
防
災
会
 
「
お
・
 
 

は
・
し
・
も
」
の
患
 
 

い
、
地
域
に
発
信
▽
 
 入賞校一覧  ま

り
込
ん
だ
冬
の
避
難
所
体
 
 

験
は
、
寒
さ
と
の
開
い
。
新
 
 

聞
紙
で
作
っ
た
防
寒
着
で
し
 
 

の
い
だ
。
6
年
生
に
な
っ
て
 
 

か
ら
は
「
地
襲
に
襲
い
町
に
」
 
 

と
、
「
た
め
に
な
る
防
災
だ
 
 

よ
り
」
を
月
1
■
回
発
行
。
胃
 
 

著
と
友
情
を
テ
ー
マ
に
し
た
 
 

地
震
劇
も
作
っ
た
。
 
 
 

園
安
吾
は
「
防
災
教
育
を
 
 

学
ん
だ
お
か
げ
で
、
非
常
時
 
 

に
持
ち
出
せ
る
袋
斉
家
に
用
 
 

暮
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
日
 
 

本
中
の
人
に
地
票
の
怖
さ
を
 
 

知
っ
て
も
ら
え
る
碁
つ
活
動
 
 

を
進
め
た
い
」
と
発
表
を
締
 
 

め
く
く
っ
た
。
 
 

心
は
ぐ
ん
と
高
ま
っ
た
。
 
 
 

電
気
も
ガ
ス
も
な
い
調
理
 
 

実
習
で
空
き
缶
や
竹
筒
な
ど
 
 

で
米
を
炊
い
た
。
学
校
に
泊
 
 

委
員
会
 
 

共
催
月
日
新
聞
社
、
人
 
 

毎
未
来
セ
ン
タ
＼
N
 
 

P
O
法
人
「
C
O
D
E
海
外
 
 

災
車
援
助
市
民
セ
ン
タ
⊥
 
 

後
援
内
閣
府
、
総
務
省
 
 

消
防
庁
、
国
土
交
通
省
、
 
 

文
部
科
学
省
、
兵
庫
県
、
神
 
 

戸
市
、
神
戸
市
教
育
委
員
 
 

会
 
 

精
這
小
学
校
 
琵
の
追
悼
 
 

式
を
自
分
た
ち
の
手
で
▽
和
 
 

歌
山
県
田
苧
薪
正
中
学
 
 

校
 
9
教
科
で
学
ぶ
究
極
の
 
 

防
災
学
習
▽
徳
島
県
半
田
町
 
 

立
半
田
中
学
校
 
防
災
の
 
 

〝
ケ
ン
ヂ
の
森
〃
づ
く
り
 
 

【
章
票
芸
特
別
害
 
 

兵
庫
県
猪
名
川
町
 
 
 

立
白
金
小
学
校
 
国
 
 
 

境
を
準
ぇ
た
助
け
合
 
 
 

い
の
心
▽
愛
媛
県
西
 
 
条
市
立
小
松
小
学
校
 
 

役
立
つ
地
震
対
策
 
 
 

和
春
集
 
 

主
催
 
子
ど
も
ぽ
 
 
 

う
さ
い
甲
子
園
実
行
 
 

．   ≡えるのカミ私たちの仕事   
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け
方
櫓
世
苧
作
雲
J
m
k
L
い
策
射
精
†
也
仙
弓
 
 

鰻
再
．
1
両
島
え
た
神
…
火
‘
の
★
ゴ
k
Ⅶ
小
事
‥
い
＼
住
筈
M
 
 

雌
何
州
ロ
ー
N
巧
髪
R
朋
世
の
憫
〃
租
址
用
心
T
l
付
目
り
」
 
 

止
蔑
円
て
i
I
袈
澤
に
¢
ス
よ
う
と
‡
Q
摘
や
地
方
い
 
 

ね
膿
の
側
空
か
8
止
っ
て
い
も
。
し
か
し
住
モ
虐
待
の
縞
 
 

是
鍬
王
統
や
、
簡
＃
・
叩
新
制
服
皮
く
謝
u
は
定
日
山
 
 

砕
し
て
い
一
望
 
 
 

l
騨
山
謝
弓
旨
艶
‡
、
中
州
枚
乍
、
小
忙
出
盟
 
 

F
一
頃
苛
■
■
『
⊥
芸
占
l
 
 

ン
の
判
子
榊
地
学
し
の
勒
威
 
 

か
辛
已
く
な
る
が
、
r
U
■
1
 
 

空
「
嵩
ぎ
な
い
。
（
糾
膣
 
 

‥
蕃
む
肘
策
び
チ
た
に
拠
出
 
 

9
る
3
0
D
七
円
の
★
血
が
 
 

‥
笹
と
ご
れ
る
か
）
鵬
し
い
 
 

繋
の
小
、
凸
窮
と
も
他
の
 
 

γ
鼻
存
厨
高
良
ん
で
い
る
の
 
 

に
、
が
れ
忌
毒
疋
で
川
ぺ
 
 

l
玉
に
ね
山
す
る
こ
と
は
象
 
 

蔓
］
秦
め
な
い
だ
ろ
う
．
 
 
 

井
戸
『
中
 
堅
f
休
が
 
 

支
給
対
象
に
な
■
．
「
在
か
っ
た
 
 

い
し
か
わ
・
－
C
の
ぶ
伸
晃
弓
墳
京
大
卒
。
旧
日
苦
か
 
 

■
嘉
曹
藍
琴
牢
記
要
義
昆
き
妄
蔓
あ
雷
魚
 
 

義
民
河
出
盲
椚
】
巳
。
埠
彗
 
 

所得席齢・使途   
黒
全
品
ち
ヰ
ご
表
疏
 
 

躾
り
わ
わ
、
り
に
く
さ
最
消
 
 

す
“
ハ
薫
か
多
く
蘭
伊
†
l
る
。
 
 
 

小
千
谷
再
の
駄
句
り
い
、
 
 

鱒
二
山
戸
以
イ
ご
ん
ハ
翌
†
り
 
 

は
、
東
山
ラ
后
嘉
子
正
道
と
 
 

仙
軍
、
ゝ
り
白
川
か
久
一
ヴ
ヽ
傾
 
 

い
∴
r
 
T
V
墟
モ
一
二
．
1
っ
わ
な
 
 

い
と
増
し
い
が
．
新
帝
仁
ご
 
 

煮
け
〃
い
一
つ
い
ろ
あ
や
｛
仁
 
 

い
で
、
む
ち
貢
‖
匂
わ
、
ど
う
か
 
 

芸
l
と
即
空
言
う
甘
今
 
 

ゃ
匂
日
治
桂
の
旦
貝
ユ
リ
 
 

血
嘔
什
わ
小
目
り
に
・
う
＼
 
 

亨
＼
り
月
〃
鮎
澤
．
1
半
勺
。
 
 

越
川
穀
作
や
嗅
い
れ
が
細
 
 

け
く
…
武
一
p
，
l
て
じ
り
、
ぺ
 
 

画
風
鳳
凰
健
宅
再
建
支
援
策
 
 

ぺ
竜
馬
丘
緑
8
且
、
隅
り
お
り
、
止
重
体
へ
の
”
ヱ
七
 
 

宗
扇
浮
簑
l
村
人
で
に
向
け
て
世
論
の
舛
解
を
再
 
 

－
し
な
い
】
宣
誓
に
の
か
そ
る
増
力
芋
わ
ば
い
い
。
 
 
 

●書川署住宅可確軍げ制圧¶等の．喋  

■ 95咋1月の温＃大靂祝そゎにl韻  
展墓■み」の卿行岨が乃幽吉九、日  
銭災鵡で住宅が食事■した也〟モ公r8  

文■丁る櫨貴書生活円竃更正応力Ⅶ年  
亡庇：注した．臨写東電】囁けl（氾万円だ  

が、対生Ii生店細島の嶋入lこ限られ  
た」鼠色し岬■lの昨年8月、円脚」付は、  

全【抑留会ガ注宇内拝受僧胡虞用拉を  
択■したことモ量り、虻モの田中・袖  
■lこq8珊万円毛玉nTろ♯モつく  
った一別t省力IrB人鮎瞳の花爪lこ公  
■は出せない上と鍼抗し厄たわ、住宅  
の噸蛛■かれ2九重屯ど用捷笛に唄  
って壬絵丁るr匡旺で定更優間庄Jと  

劇
し
 
 

l
 
 

題
 
 

課
 
 

レ
 
 

■
一
一
一
▼
 
 

ド
 
 

？
 
 

隠
l
 
 

茸
一
l
 
 
 静岡石川嘉延知事  

由
プ
ラ
ス
県
全
項
最
高
州
万
円
 
 

災
萬
に
ご
㌧
て
は
シ
ビ
ア
 
 

な
剛
慣
に
。
鮫
個
晶
い
て
 
 

せ
と
餌
と
す
人
㍉
争
い
ぃ
 
 

と
止
す
．
 
 
 

持
主
M
u
に
峨
U
q
の
吏
 
 

躍
冊
償
は
「
災
閏
救
助
法
－
 
 

爪
印
旭
な
ど
に
呵
う
れ
る
た
 
 

め
、
一
道
■
涌
】
扱
い
に
Ⅴ
 
 

恵
方
雪
短
篇
っ
て
 
 

封
…
淀
川
叫
濾
に
】
づ
く
公
口
 
 

丈
叱
の
冊
甲
モ
ク
リ
ア
し
 
 

仁
．
空
相
い
川
の
試
み
だ
∪
 
 

取
れ
に
白
寿
崎
何
Ⅴ
も
 
 

M
、
局
半
舷
旭
円
に
旺
胡
の
 
 

正
℃
一
ユ
ニ
ッ
ト
ハ
リ
7
ニ
 
 

モ
㌍
疇
で
恨
朕
丁
る
せ
胎
元
 
 

年
、
新
製
法
打
う
山
し
に
．
 
 

仮
聾
し
が
虹
輌
と
し
て
公
 
 
 

醒
軸
鐸
山
野
力
的
運
用
進
む
が
 
 

阪
神
大
震
災
 
・
－
販
神
大
才
災
丁
は
、
皿
 
 

や
自
ね
体
の
伝
糟
雷
苦
肋
な
 
 

ど
か
出
わ
れ
た
。
許
肌
か
ら
ナ
 
 

ん
ぢ
」
と
は
。
 
 
 

石
川
成
 
幸
初
軌
簿
価
の
 
 

買
。
思
慮
に
観
覧
左
 
 

堰
摩
し
、
料
朽
■
ヨ
莞
る
い
 
 

本体へ¢  
回
国
初
動
、
連
携
の
大
切
さ
 
 

と
「
カ
蓋
M
富
 
 

些
の
蔓
－
肇
 
 

は
旺
Ⅴ
の
応
誌
＃
対
象
 
 

で
、
憬
＃
け
隅
u
し
妄
憤
 
 

な
い
の
て
大
葬
鏑
r
一
る
 
 

才
で
に
白
蓮
即
が
櫓
わ
 
 

る
鮒
り
ハ
占
「
厄
、
つ
隻
あ
應
 
 

制
と
し
て
利
用
し
て
も
ら
え
 
 

れ
は
㌧
と
暴
し
て
い
る
。
 
 
 

‖
L
う
し
た
溝
川
の
卿
力
削
 
 

柑
〓
ク
j
n
荒
肝
の
即
 
 

し
払
み
か
あ
り
、
蝋
飢
は
り
ー
 
 

U
O
性
製
叫
に
驚
と
梓
肌
り
 
 

什
。
u
詩
墓
の
 
 

重
宝
岐
は
へ
出
だ
は
 
 

よ
す
ま
す
■
。
q
－
I
止
曜
で
ほ
 
 

は
日
印
隊
隻
テ
ロ
築
山
に
救
 
 

霹
・
粧
叫
嘉
す
専
」
と
が
 
 

鴫
胃
「
九
つ
の
他
嶋
ヰ
虔
l
一
 
 

枚
透
に
、
没
岬
托
＿
h
を
 
 

記
■
し
、
別
昨
咄
っ
首
5
8
の
 
 

加
地
廿
日
モ
動
い
た
。
鳩
■
の
 
 

爪
助
・
毒
福
と
し
て
「
R
 
 

†
顎
劃
空
か
奥
℡
で
．
線
 
 

内
に
椚
蝿
一
恵
の
5
－
u
 
 

【 
白些 
か 
モれ 
モれれ 
礫 

召巧8 

召丁上は 

増量  

い
ど
・
と
立
T
う
員
■
熱
出
弓
－
苧
大
事
．
旧
宅
一
色
書
 
中
苫
彗
烹
芸
慮
年
、
貝
劇
毒
事
．
等
q
月
か
昌
蝉
鼻
郁
男
 
 

て
冒
】
．
苫
．
 
 

の
か
⇒
1
2
＿
真
義
年
生
 
 

叫
出
口
の
叫
入
な
ど
〃
日
加
 
 

と
な
る
．
鋸
書
け
る
じ
 
 

と
b
叫
嫁
．
耶
瑚
隕
は
、
そ
 
 
 

史
、
薫
璧
岸
底
嬰
饗
島
 
 

地
の
外
力
椚
豊
肌
叩
に
印
け
た
 
 

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
モ
巾
臆
し
 
 

に
リ
今
田
、
蓼
く
婁
ホ
綿
 
 

更
し
山
し
に
山
古
志
琶
r
】
 
 

に
畠
仰
i
Y
汽
る
ひ
 
 
 

鷲
占
蔓
草
け
 
 

く
†
 
q
普
〃
、
今
l
司
、
行
 
 

松
川
に
担
辻
つ
て
い
る
U
 
 
 

7
‖
の
斬
如
l
瓜
〃
羊
小
 
 

＃
雨
や
日
月
の
古
几
幻
珂
な
 
 

書
け
、
門
間
吋
は
相
月
 
 

c
の
胸
椎
〃
で
せ
㌔
暫
・
■
ホ
 
 

∬
伝
ゲ
ー
ム
化
し
た
二
デ
ィ
ザ
 
 

ス
タ
ー
・
イ
Y
ジ
貪
－
シ
ョ
ン
 
 

▲
ゲ
ー
ム
し
 
【
D
－
G
〕
も
可
 
 

初
と
分
か
り
、
竪
関
や
白
 
 

市
叫
捏
唱
靡
に
取
り
入
れ
て
い
 
 

る
。
 
 
 

片
山
皮
 
「
択
罵
と
色
艶
件
 
 

の
出
の
ろ
ハ
り
カ
L
墓
ノ
入
さ
せ
 
 

買上矧丘災召勲功広くu貞正Iに眼独白の王踊七上境せ順封往 ℃に入居しな川．下位lユセ銀笛生崖宵縫王虚あく旺靂絶〉に群蝕8  
の王正宗を上栗セ．→lよ箕輪和議外．宇頓【iい丁れ鳥t！！¶三l。ワ℡  
湖虻帽心、皿戴鈷苫古や聾rr凛老人叫、も凹椚仕ど  

れ
モ
‡
l
如
何
に
上
場
せ
サ
る
 
 

こ
し
′
産
め
で
い
屯
 
 
 

黒
帯
出
帆
伝
比
丘
丑
岳
負
 
 

か
じ
吊
爪
り
仁
め
、
乍
囁
鵠
 
 

線
外
。
大
出
q
半
鐘
（
田
 
 

飼
し
仁
床
円
転
鴨
以
－
・
簡
 
 

芸
）
や
†
犠
（
【
馨
 
 

以
し
・
詔
場
末
■
）
に
、
【
蓋
 
 

即
乃
円
支
嶋
†
ら
■
★
も
 
 

罠
－
0
0
斤
∩
－
石
頭
せ
す
 
 

る
が
（
阪
服
l
［
℃
に
入
声
し
 
 

な
い
」
こ
と
〃
重
代
山
 
 

号
り
仰
の
樽
兜
〃
、
蝉
皿
肘
 
 

【
に
つ
な
が
る
と
の
剛
斬
 
 

か
声
」
 
 
 

迄
m
蓮
は
、
壬
 
 

填
で
白
高
3
D
O
万
M
墨
 
 

縄
す
る
。
比
モ
㊥
虹
の
斯
 
 

軍
富
岡
旺
の
対
象
に
 
 

な
ら
な
い
が
、
鼠
は
血
畠
・
 
 

Ⅲ
ヰ
も
含
め
畠
這
丁
人
○
 
 

刀
川
墓
1
■
ず
る
．
串
ぺ
 
 

周
茫
か
封
k
外
と
し
て
い
 
 

〃
ノ
ー
う
イ
ン
u
、
い
っ
 
 

に
包
揖
す
一
q
と
巧
珂
〃
本
 
 

来
萎
災
う
ん
の
、
増
 
 

水
抽
出
宗
織
叩
に
趨
建
。
 
 

∇
呈
一
駅
の
T
刑
材
暮
 
 

せ
っ
に
凸
－
凸
は
「
正
－
の
閏
 
 

偶
V
駄
百
〃
水
晶
っ
た
 
 

轡
糟
竺
虚
■
の
粗
銅
▽
ト
 
 

イ
レ
、
阻
害
蕃
 
 

が
浸
水
し
ト
は
岳
咤
「
放
ぎ
 
 

の
苧
畠
め
る
－
半
 
 

填
で
b
朽
の
■
丘
や
皿
署
 
 

亡
斤
嘘
山
に
Ⅶ
て
山
一
中
a
 
 

篭
払
い
と
す
る
。
 
 
 

災
揖
救
助
横
に
城
つ
く
敲
 
 

宅
文
旨
、
空
軍
 
 

九
岳
】
界
い
い
こ
蓋
 
 

っ
て
も
、
大
雪
貿
笛
芸
子
癒
 
 

量
大
吉
せ
る
の
で
は
、
q
 
 

に
も
辱
り
な
い
。
兵
【
蕪
の
よ
 
 

う
に
怒
ハ
t
ポ
ス
ト
宅
丑
、
 
 

餌
択
マ
こ
J
γ
ル
蓋
門
に
 
 

辞
し
、
白
峰
障
纂
ル
雨
 
 

後
州
畠
机
に
換
虞
が
で
 
 

毛
の
酬
＿
州
せ
は
纏
‡
な
 
 

る
半
解
心
、
什
W
・
匿
仲
に
 
 

【
悌
慮
に
弧
方
円
ク
支
鴫
り
 
 

上
蝿
甘
行
の
3
分
の
2
は
 
 

絨
、
絨
り
モ
椚
〃
門
〃
n
H
 
 

サ
一
q
 
 
 

川
島
¢
占
わ
坤
も
と
．
 
 

萱
け
ら
た
弔
】
三
冠
 
 

篭
で
4
n
け
万
H
＞
大
 
 

詔
帖
丁
墳
1
6
－
1
万
H
ワ
†
 
 

q
で
－
C
り
万
H
－
k
苫
雪
 
 
 

烈
は
謁
、
室
貿
首
里
 
 

怒
に
良
房
2
0
0
万
日
数
雪
 
 

雲
許
だ
ソ
ト
ユ
げ
、
出
 
 

た
詮
軍
ユ
崇
さ
痛
朽
 
 

r
謹
u
l
つ
耽
溺
川
是
芸
申
亡
 
 

の
病
魚
仕
b
彗
叩
し
、
霧
 
 

－
り
旦
ハ
肖
に
畠
h
へ
 
 
 

何
方
一
票
忘
し
ぃ
伍
【
 
 

鵬
m
巾
択
の
山
］
サ
イ
丁
さ
 
 

ん
（
8
5
）
は
「
官
の
旧
男
色
 
 

に
よ
っ
て
嘉
は
卓
受
け
 
 

一
h
朽
な
い
人
怠
り
、
不
公
 
 

平
〃
㌧
叩
曲
攣
嶋
な
田
切
の
 
 

合
一
否
】
し
む
。
み
ん
互
 
 

に
p
し
す
つ
で
も
騙
勅
朽
景
 
 

●
心
ょ
う
な
利
札
に
し
て
は
し
 
 

と
率
l
尺
・
一
 
 

烹
琶
西
里
乏
岩
．
卯
〃
 
 

門
に
＃
尊
亡
れ
も
ー
好
米
は
 
 

索
敵
そ
r
自
ら
り
田
〃
 
 

に
よ
る
雲
畔
明
が
で
▲
．
屯
 
 

い
揖
凸
し
に
呵
「
て
お
り
．
 
 

■
重
職
以
上
り
岬
雪
 
 

u
白
な
ど
は
刈
驚
か
ら
外
几
 
 

た
が
、
彗
n
人
l
に
8
巾
‥
廊
が
 
 

追
っ
て
い
も
に
め
℡
作
亭
店
 
 

仰
し
k
．
内
如
何
の
大
汗
■
 
 

弘
・
■
耶
日
付
「
早
朝
に
応
 
 

蜜
苦
れ
ば
皇
室
 
 

毒
せ
一
句
－
か
い
二
1
7
 
 

に
¢
ス
う
れ
奇
J
う
月
萱
 
 

苅
じ
左
い
L
と
訣
し
T
い
わ
．
 
 

兵庫井戸敬三知事  
要
一
覇
菌
避
け
ト
ヽ
正
伸
大
E
 
 

諜
で
の
鋤
い
怖
れ
の
⊥
に
、
鳥
 
 

む
【
爪
軍
コ
丁
喧
■
別
に
円
 
 

仁
丁
る
こ
と
が
で
亡
た
と
も
写
 
 

え
る
，
 
 
 

井
戸
丘
 
日
災
で
胃
仁
．
r
－
 
 

は
、
人
と
人
と
の
籍
び
つ
吉
．
 
 

つ
な
が
名
人
切
言
だ
。
山
昆
 
 

準
嵩
択
椚
■
の
悪
事
 
 

け
盟
傷
に
虚
し
、
讐
γ
ト
 
 

ワ
ー
ク
〃
習
l
r
れ
つ
つ
告
。
 
 

山
R
が
自
分
に
『
り
登
っ
の
西
 
 

里
、
洞
火
封
計
モ
凶
音
」
と
も
 
 

上
蓋
い
。
 
 
 

井
戸
丘
 
畏
即
行
、
 
 

什
宅
の
リ
7
．
－
ム
、
パ
リ
 
 

7
フ
リ
ー
化
垂
て
行
う
 
 

の
が
n
r
Y
ん
′
、
ロ
ー
ン
の
 
 

刊
丁
挿
他
力
曇
で
現
職
 
 

し
す
重
訂
蔓
つ
く
り
、
咽
 
 

H
糟
号
去
芸
書
留
し
て
い
 
 

竜
l
他
日
呈
は
、
火
山
E
 
 

隣
へ
の
加
入
が
也
腎
′
伝
っ
 
 

て
い
ろ
似
げ
ネ
シ
タ
で
、
ゆ
 
 

常
圧
に
す
べ
最
岬
に
d
 
 

て
い
昂
。
 
 
 

石
川
庄
 
8
1
隼
の
仕
舞
■
 
 

中
也
常
化
れ
に
躍
て
ら
れ
た
 
 

薫
札
内
に
蜘
払
万
 
 

代
 
ヲ
ロ
ク
ユ
タ
ト
T
O
 
 

U
K
A
－
（
鱒
轟
・
暫
）
 
 

▲
鋸
」
蓋
「
飼
＿
さ
新
 
 

し
†
・
e
の
恵
れ
の
あ
も
伍
 
 

れ
、
7
‖
に
套
隅
田
中
台
は
1
差
へ
 
 

の
萱
め
や
黒
急
最
長
丑
L
卜
㌦
 
 

旬
日
簡
明
け
嘩
持
っ
に
蜜
柑
机
那
7
ン
ケ
 
 

ー
ト
で
も
「
ほ
宅
m
日
程
雌
号
仙
遥
‖
柴
】
や
 
 

破
折
の
葬
れ
究
さ
呈
喋
そ
持
つ
ご
苗
 
 

空
玉
垣
慧
筈
の
仕
訳
斗
ち
m
的
で
己
 
 

も
．
二
「
h
l
覇
攣
仰
欄
根
知
望
騒
こ
の
 
 

甲
空
企
多
占
¢
㌔
 
 
 

甚
句
月
4
日
、
山
号
再
建
に
刈
す
 
 

る
喜
一
司
鴨
に
†
旬
些
止
挙
世
鶴
 
 

間
幌
抗
し
残
与
野
党
の
同
紙
謀
議
（
舎
 
 

臨
・
騰
パ
■
靭
飛
咲
l
芭
）
む
き
▲
、
日
 
 

月
騒
妻
品
く
こ
と
モ
決
め
ぺ
彗
で
 
 

も
、
よ
っ
や
く
携
仙
羞
り
咄
歪
め
 
 

で
い
る
V
 
 
 

「
本
体
支
珪
L
に
カ
ベ
 
 

法律見直し論議これか  
、
b
 
 早
‥
汁
・
汗
 
 

ん
て
い
な
い
ウ
 
 
 

キ
月
〓
H
の
来
院
罠
背
折
 
 

柄
別
亭
醜
女
で
一
■
埴
な
ど
（
の
 
 

佗
旧
へ
の
小
一
鋼
封
入
）
法
／
＼
 
 

箋
体
へ
り
三
嶋
は
〃
芽
た
 
 

め
な
む
か
」
七
月
致
す
る
民
主
 
 

屠
試
G
叩
し
．
〃
S
胃
蛛
巧
 
 

捏
唱
ヨ
帽
は
一
向
人
〃
仰
の
形
 
 

既
に
板
蛋
な
い
と
い
う
 
 

の
法
り
の
可
り
ナ
止
と
、
従
来
 
 

の
守
恥
世
p
り
増
し
た
も
 
 
 

詔
い
群
」
鴫
丹
毒
u
 
 

航
作
め
無
人
司
災
き
っ
か
 
 

り
に
畑
q
i
「
．
偵
i
l
し
た
．
し
か
 
 

し
叫
餌
宙
′
日
大
棄
）
の
忙
 
 

折
で
．
皐
叩
・
ノ
U
U
〃
M
の
支
 
 

匿
偽
の
他
社
せ
夏
山
ポ
韻
蛮
人
 
 

な
′
．
に
町
‥
彗
柘
し
い
隼
■
・
 
 

何
人
ご
什
b
対
ロ
ら
れ
ト
ル
U
 
 
 

q
叩
4
月
髄
ユ
1
顎
川
岸
で
 
 

王
n
幻
り
竜
【
【
］
U
n
乃
再
に
 
 

引
手
上
け
ら
れ
に
▲
繁
り
の
【
住
 
 

宅
‡
体
へ
の
‥
益
㌧
い
自
業
う
 
 

巷
”
旬
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
島
 
 

中
も
＿
銀
章
に
広
〃
っ
ト
几
 
 

・
お
の
一
つ
て
衆
力
ー
は
H
 
 

P
O
醍
人
か
門
5
息
牡
、
 
 

作
臆
の
ぢ
フ
ン
テ
ィ
7
グ
ル
ー
 
 

プ
0
－
月
島
え
弓
日
毎
 
 

や
れ
巧
．
一
度
、
一
フ
ィ
フ
ラ
イ
 
 

ン
苗
杜
な
′
転
切
迎
虎
叫
の
 
 

ネ
ッ
ト
リ
ー
ク
化
も
鰐
う
れ
 
 

ト
㌧
性
別
汎
勺
蓋
ノ
ブ
く
n
も
、
 
 

ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
な
彗
つ
く
り
 
 

勺
帖
局
は
、
∧
が
つ
か
さ
と
 
 

ろ
と
い
ぅ
こ
と
に
は
さ
る
。
 
 

｝
遵
と
し
て
ビ
ル
埋
て
轡
三
 
 

机
”
綽
録
㌍
 
 

ろ
。
島
曙
光
羊
巾
な
ど
で
ー
 
 

け
、
肘
附
K
封
口
相
知
孟
 
 

め
走
り
咽
み
も
嶋
村
レ
て
 
 

い
ち
。
 
 

た
．
2
恒
也
蒜
g
O
昌
 
 

空
三
悪
扇
レ
｛
h
が
、
笥
q
 
 

作
が
署
圧
電
で
も
土
石
沢
 
 

わ
由
枚
に
虞
わ
れ
尋
リ
ス
ク
 
 

〃
告
8
に
か
一
号
′
手
、
拝
 
 

宅
円
竜
王
堰
欄
ょ
が
必
要
 
 

一
ヽ
 
 
 

片
山
丘
 
‖
望
票
澄
男
雀
 
 

田
扁
笥
で
入
り
つ
ら
い
 
 

と
い
う
の
で
め
れ
は
、
呼
脾
 
 

崇
竃
琶
嗟
冨
塑
E
 
 

在
り
′
妄
’
入
れ
は
い
い
。
ポ
 
 

ロ
改
野
に
つ
い
て
は
、
公
共
 
 



、三  

1998年（平成10年、5月15日 金曜日  

■
け
一
q
、
＿
畿
■
の
色
 
 

■
駅
人
l
撮
も
み
）
や
祭
主
 
 

の
事
一
に
■
ゥ
†
蛮
」
t
▲
 
 

盲
【
i
■
し
L
■
下
 
 

垂
i
に
よ
垂
疇
－
－
 
 

O
U
）
宗
鑑
巨
ヽ
土
間
q
入
 
 
 

大
き
な
一
 
 

線
皆
の
拍
㌍
紺
 
 

立
正
叱
¢
l
■
が
其
’
7
た
 
 

「
ヨ
壷
り
星
】
 
 

が
、
∫
址
か
守
一
山
≠
っ
 
 

て
さ
っ
や
く
礪
q
＿
N
バ
薫
 
 

■
に
M
「
捷
と
u
別
に
、
■
■
め
 
 

裏
行
わ
れ
る
．
し
か
し
、
 
 

内
専
管
小
田
礪
∈
ん
ら
か
か
 
 

空
宅
這
雪
空
芸
鱒
空
 
 

か
、
‡
－
．
を
ゥ
仁
重
患
■
 
 

一
事
‘
り
も
ー
一
ち
に
笈
「
8
 
 

一
の
川
†
け
l
に
と
っ
て
「
大
 
 

≡
竺
’
－
仁
な
っ
に
靂
轟
は
 
 

大
亡
い
も
の
め
．
．
雇
主
 
 

罷
町
・
■
が
叩
の
．
▲
雲
▲
を
 
 

升
 
 
…
 
 
も
の
Y
に
な
っ
↑
、
 
 
 

飯
＿
大
＿
射
の
＿
封
廿
5
り
 
 

し
て
隼
兵
＿
q
な
ど
富
－
久
 
 

正
モ
に
捧
っ
仁
鶉
鮒
■
に
贅
喀
 
 

丁
羞
同
筆
八
重
や
ヰ
亀
 
 

－
古
妻
宝
〈
月
曹
■
斗
2
 
 

万
1
上
冨
0
円
）
な
ど
 
 

の
云
置
け
宝
．
巾
【
決
 
 

増
一
ヤ
l
差
さ
な
ノ
毒
M
裁
量
－
失
っ
↑
逼
H
電
に
重
1
‖
‖
臼
万
円
蓋
丁
る
【
＿
当
墓
【
害
」
 
 

か
ほ
邑
干
t
■
託
事
丘
コ
で
■
芝
で
呵
咋
蜃
き
レ
た
．
鼓
疇
へ
の
臍
責
■
▲
に
皿
■
妄
つ
喜
 
 

虞
が
昇
レ
r
し
一
■
大
重
り
否
に
憧
－
＿
亡
n
な
い
が
、
＿
三
軍
で
「
正
』
［
月
す
孟
旺
富
里
す
る
エ
 
 

ー
わ
け
【
R
貢
り
り
て
鵡
り
、
A
l
嶋
賓
『
中
毒
一
し
ー
Å
■
門
¢
支
▲
更
地
な
真
n
、
誓
門
の
早
い
叩
一
に
■
 
 

相
「
阪
神
」
に
同
等
措
置
 
 

雲
Ⅷ
万
円
年
内
に
も
支
給
 
 

車
た
が
・
＝
 
 

か 叫
の
．
M
H
し
．
畠
止
円
 
 

け
ら
れ
茅
、
「
生
司
■
l
こ
 
 

牲
r
遇
い
」
と
い
う
切
撃
年
月
 
伊
Ⅶ
か
れ
モ
†
ん
な
一
現
高
 
 

■
h
岩
層
－
皇
円
－
と
い
 
 

う
噛
付
か
ど
こ
三
ふ
五
つ
 
 

要
司
・
所
与
か
に
仕
 
 

っ
に
責
u
I
こ
何
1
’
5
▼
大
 
 

の
チ
ー
▼
は
、
i
■
空
の
 
 

】
是
っ
に
は
†
〃
－
に
が
、
 
 

羊
廿
や
、
乗
明
で
迄
が
M
 
 

＿
か
ら
外
亡
れ
、
キ
■
胃
対
■
 
 

む
■
り
掌
れ
吐
か
っ
ぺ
 
 

一
任
わ
＿
M
の
ー
“
め
に
誓
 
 

R
■
■
や
◆
引
い
蒼
ど
が
 
 

靂
】
し
、
ヽ
珂
は
れ
み
性
己
れ
 
 

に
r
簑
糾
〝
こ
の
瞳
証
 
 

言
亡
葉
音
．
一
方
、
 
 

■
R
の
け
ホ
仙
川
て
独
り
ー
〕
 
 

甲
■
の
出
だ
山
し
げ
う
た
乃
 
 

れ
r
り
募
決
欄
モ
や
董
廿
ナ
 
 

に
疇
わ
蓋
い
嘲
り
Ⅶ
み
廿
 
革
．
 
【
小
嶋
 
8
巴
 
 

が
5
0
0
万
竹
山
下
は
▲
‡
一
－
 
 

9
‖
方
円
．
一
、
六
y
U
万
円
■
由
 
 

九
鼻
下
電
【
は
 
 

垂
円
－
囁
く
止
痘
 
 

R
・
U
万
円
亡
貰
担
■
は
 
 

呵
＿
外
．
刑
瓜
に
は
、
聖
黒
 
 

⑪毎l＝訂Ⅶ遥  頚制度 3県知事座談会  

昆巴考片誌買親二  
b
溶
射
苔
子
音
芋
い
を
尖
 
 

っ
仁
樫
罠
讃
の
珪
r
】
再
建
更
 
 

思
腹
（
ポ
災
事
牛
巧
再
往
 
 

支
雌
法
の
攻
正
葦
の
孜
肘
 
 

t
田
園
邑
緋
脚
緋
鰯
 
 
 

盈
n
J
】
コ
」
月
 
 

l
叫
 
 

【被災者住宅再建支援制度の牧内案】  
tす七上¶鑓  
∵全」■世料がb竃モ■ゴ、ホ繁＝2（山刀H  
・覿噂の虎しい羊■首級が自宅伝M椚＝l00万円  
・全半句世削がTq巨竜l公Bl騒くlに入居＝5D7フ円  
■■別庄のMb  
・伊I仁・仲夏■更正．ローン申け補蝿を、日韓のように   
粧する災冒（土壌10世相以⊥）の綽封■にも憑用  
・用人に召二詮賓■鳩勒を行う仕瓜みを朝鮮化  
■長嶋け昏の内訳（騨句、放火杜3年以内〉  
・住宅の迎て8え、入6■にかかる解体・■更、鍵他に夢   
すもゼロ（実ロの袖％そ筍えない聯）  

・作宅の℡て8え．入6瞥にかかる偏入土地良珪n＝ロー   
ン事11チ、ローン尿董隅  
・住宅モ貞鋳する唱色の貫轟など  
・住宅の嬬て奮え、綿■にかかる菖磋ロ＝理繁■老・完   

r伊鍾なとのrP巧ポ∇ポ示8月、崩菖犠打揮つ霜：．鑑   
当楕凛正翌巴のn周∇仲介季畷網∇水i劇入力自生  

■生透再墟支d卿1慮の■死なと  
・撫災壬生姑再環支笛旺がモ爪きれるm町月lこ防符丁る  
iIi■上付（人口ID万人禾臍）について，同淡羊で5匹   
榊以上圭■した鴨合に憑用となるよう野什をu利  

一8■指扇功叩印書才れす鶴亀3年以⊥鍾屯した鴇色、翳   
綾畿ヱ年以内に、抽居住していた誼IJ何にFる世以   
に詞し、梓f巳、脚入・鵬に必賢匂ぜhを、7（l   
万円そ⊥J鰹亡月斤の1的万円の支せ象に迅▲l支給  

「
0
」
歩
た
」
r
ゼ
ロ
よ
り
ま
し
」
 
 

禍
㌍
「
4
年
後
見
直
し
」
付
帯
決
議
 
 

黒
白
烹
裾
忘
毎
夏
れ
垂
加
・
烹
ヤ
監
墨
色
巨
大
咄
8
の
封
芳
聾
営
、
自
然
災
募
 
】
男
a
モ
公
望
善
す
る
【
護
叫
市
作
看
守
X
現
職
ぎ
が
今
岡
さ
で
蠣
蔦
吉
れ
屯
屯
狩
場
言
で
去
己
が
唄
 
 

き
れ
忍
罷
の
石
川
蓬
望
丁
、
警
大
乱
火
の
・
努
聖
篭
た
莞
爽
の
芦
警
警
、
畠
M
窪
 
 

毒
苫
田
蓋
巴
た
民
社
2
山
さ
電
器
島
に
、
袈
の
別
隻
に
苧
轟
『
填
の
呵
 
 

り
鱒
宕
唱
状
の
㈹
胃
な
と
畠
っ
て
も
■
り
っ
た
．
 
（
切
削
に
イ
ン
ク
ヒ
ユ
ー
し
、
雌
放
生
具
に
れ
止
｝
 
 

t
聞
き
手
・
中
尾
¢
爽
、
璽
彗
 
 

t
■
色
薫
り
、
■
り
れ
は
 
 

1
年
1
月
以
叫
の
頭
■
〃
¶
■
 
 

と
な
る
．
 
 
 

王
へ
5
寧
t
の
環
の
■
忙
 
 

し
〃
■
坑
の
【
椚
故
■
に
■
り
 
 

ヰ
▼
－
れ
、
角
＿
■
な
露
呈
 
 

し
に
住
宅
角
＿
叉
■
に
つ
い
 
 

て
l
ェ
付
則
で
r
■
ポ
し
、
必
 
 

■
な
■
t
モ
虞
す
8
」
と
舌
 
 

れ
勺
 
 
 

も
が
3
1
日
、
た
′
民
套
】
蠣
で
 
 

書
聖
空
で
可
塑
止
¶
し
 
 

た
．
4
月
ふ
ロ
に
≠
朽
ぞ
れ
 
 

曳
小
一
蛤
帽
章
は
、
聖
［
り
 
 

血
色
つ
け
れ
は
7
5
句
た
だ
 
 

し
、
蒙
屑
か
蛇
穴
し
存
ワ
、
 
 

ロ
ー
ン
声
錮
よ
す
に
日
射
で
 
 

撃
て
正
し
に
騙
白
儀
こ
、
複
 
 

製
罵
の
血
に
不
公
平
翳
か
鰻
 
 

る
．
豊
里
筆
墨
の
な
 
 

が
親
X
絶
対
絞
を
広
け
、
作
 
 

篭
菖
魔
へ
の
支
嶋
蟄
一
え
る
 
 

い 
宙
’
■
大
■
火
の
■
叫
可
向
け
 
 

l
こ
は
、
中
高
苫
蓋
た
 
 

′
の
亘
方
今
蒜
、
‡
 
 

鴫
州
l
の
一
方
■
し
い
．
け
 
 

概
輝
■
【
ヰ
層
d
と
塁
巴
 
 

巾
茶
l
に
円
蓋
H
ヰ
h
 
 

う
．
露
の
【
■
の
＿
M
用
事
 
 

け
て
い
も
雪
に
は
、
t
一
 
 

董
増
す
る
見
通
し
J
貞
は
、
 
 

＿
一
首
皇
円
の
「
取
抄
 
 

・
墓
■
弟
－
の
 
 

毒
モ
鰹
■
叫
■
し
．
モ
 
 

の
雪
胃
す
左
■
l
 
 

ポ
た
互
重
り
■
み
＿
し
か
＿
 
 

し
（
、
〓
竺
丘
亨
＿
に
は
鞘
 
 

■
町
†
檜
で
な
い
－
t
し
か
▲
r
 
 

分
撃
＿
す
れ
－
ま
川
窪
 
 

【
青
「
■
町
．
山
司
胃
ミ
■
 
 

蔓
】
 
 

崇
嵩
崇
￥
彗
帯
望
 
 

入
に
対
す
る
1
C
U
乃
円
 
 

に
、
罵
岬
傭
・
わ
玉
な
ど
 
 

の
再
訂
摸
聾
2
0
0
力
円
 
 

空
し
も
の
雪
い
。
日
蝕
痴
 
 

乃
が
臍
則
と
い
う
の
は
こ
■
 
 

れ
小
き
丁
童
〃
ぺ
 
 
 

石
〓
知
事
 
ゼ
ロ
よ
り
子
 
 

し
〃
－
少
な
く
と
ら
Ⅶ
点
は
 
 

つ
l
十
ち
h
る
。
住
宅
再
建
に
 
 

は
H
召
址
【
も
か
か
る
。
ロ
 
 

ー
ン
F
屯
め
ば
亀
判
翌
払
 
 

わ
な
け
れ
ば
な
ら
狂
い
．
苫
 
 

故
風
化
罷
り
地
＿
、
十
＿
抑
 
 

止
ロ
な
ど
火
吾
が
相
次
い
で
 
 

はと土：已  

刷一臣「り、  日
日
 
 

給
 
 

十
又
 
 

）
 
 

あす旅l行  

山
鳥
F
し
」
、
白
粘
性
】
苫
 
 

り
父
親
既
に
頃
が
E
i
す
 
 

る
j
な
ど
6
媚
Q
の
相
即
 
 

奴
i
亭
つ
け
、
住
宅
の
丘
 
 

努
・
椚
＃
R
へ
の
立
正
か
 
 

叩
肇
】
冬
空
苦
慮
い
 
 

㌔
 
 

盲
面
に
制
g
の
糟
撃
な
く
 
 

川
面
に
間
違
柁
■
）
 
 
 

用
量
で
ホ
た
に
史
綿
 
 

己
れ
る
の
は
、
中
也
包
帯
に
 
 

一
望
H
2
眞
円
▽
大
刑
罰
 
 

な
鳩
は
復
し
な
い
と
住
わ
な
 
 

園
舎
審
議
 
 
政
財
某
は
痩
＃
の
東
 
 

男
侍
別
壊
日
詰
で
斎
さ
れ
 
 

る
が
。
 
 
 

片
山
圧
 
【
U
■
－
歩
」
 
 

は
伍
其
と
し
て
澤
裾
し
て
 
 

句
0
0
年
度
乎
邑
吠
で
址
 
 

書
体
へ
の
支
輪
姦
＿
し
 
 

已
す
べ
さ
〃
㌔
 
 
 

井
戸
正
 
利
蜃
の
柑
m
川
を
 
 

相
互
扶
助
の
 
 

制
度
確
立
を
 
 
 

∴
共
助
－
＋
 
 

・
－
1
R
■
昏
r
共
軌
】
 
 

の
点
か
ち
、
焉
量
 
 

に
共
済
間
鐘
声
呼
人
し
．
キ
つ
 
 

と
し
て
い
る
か
．
 
 
 

丑
P
正
 
男
旧
に
畠
 
 

か
ら
椚
せ
・
毒
虫
や
 
 

内
外
か
l
h
支
破
い
ト
へ
に
い
k
 
 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
7
の
r
椙
王
扶
 
 

助
」
の
雷
右
度
と
し
て
 
 

苦
し
た
い
．
ロ
の
唇
住
安
 
 

危
嘉
島
u
「
公
的
」
．
 
 

鼎
の
典
臨
旺
は
宗
肋
」
．
 
 

モ
し
て
堰
J
中
開
な
ど
の
 
 
 

●戸l一県の住宅再址三才  

八沸Il丘 03咋葛に几＃魚  
が鋼t金書記むし】山邑こ血  

調を札めてせた。全l朋】＄  

含も鈍折方式電■崩した  
か、甘け鐘せせ荘どの℡捕  
■出■モせ食丁る椚IJ月の  

正対などで中食した．姫  
丑の川8け酋で11、圧貴地  
入で甘けt11年ち払－55叩  
H．主筆■圧宅の円電・■  

人■としてl芦∃たっ加  
万一仰乃円の巾＃での正  
戚Å蛤モ狂某し、貯甲■l愴  

モR静していろ疇  

う
ぶ
さ
な
い
」
が
大
事
 
 

い
一
人
魁
笠
島
」
巴
何
に
 
 

躍
応
－
畠
Y
傘
平
■
 
 

し
て
R
日
は
モ
に
ほ
っ
住
む
 
 

辿
出
に
邑
万
円
1
な
 
 

′
「
ま
た
、
歪
＿
従
ど
藍
 
 

必
翠
∪
し
な
い
q
日
払
い
で
 
 

甲
状
れ
の
2
丹
の
ー
‡
で
丘
 
 

帖
で
言
こ
と
に
な
っ
ん
㌔
 
 

偶
人
の
件
電
珂
壌
女
h
 
 

嘩
融
胃
姦
叫
嶋
申
【
に
 
 

唄
う
れ
て
い
に
〃
、
胴
金
 
 

何
百
れ
予
し
と
に
な
っ
G
L
 
 

と
で
間
庇
兜
罪
に
向
け
一
歩
 
 

で
言
〃
持
虚
力
的
に
†
る
 
 

重
曹
臍
違
っ
て
 
 

は
し
い
。
r
連
門
静
曇
な
 
 

〃
ち
、
己
ら
に
捜
日
置
抑
え
 
 

る
」
と
い
↓
免
8
し
象
山
か
 
 

入
蓋
持
し
て
い
も
．
 
 
 

石
川
丘
 
（
欄
榎
「
害
つ
 
 

ぶ
さ
な
い
，
し
と
〃
大
宅
T
 
 

蔓
与
し
、
椚
＆
允
藁
 
 

の
噌
垂
に
Ⅶ
り
椚
ぢ
と
」
に
 
 

な
る
．
 
 

・
－
走
神
大
耳
災
安
芸
に
・
蔓
っ
に
〃
、
住
い
．
地
d
由
■
の
刑
生
む
鞠
に
は
葺
・
古
巧
き
Ⅵ
り
 
 
 

公
共
事
業
で
災
害
に
強
い
街
 
 

「
倒
壊
ゼ
ロ
」
へ
診
断
、
改
築
 
 

h
み
‖
し
た
。
 
 
 

万
で
、
欄
行
比
の
平
＿
 
 

・
牢
収
p
作
は
■
飢
さ
れ
 
 

†
、
咋
習
0
0
万
円
嘉
 
 

▼
乏
川
村
古
層
〝
と
が
 
 

対
i
外
の
重
な
ど
、
円
壇
 
 

d
も
鶏
あ
．
 
 
 

旦
け
旭
は
、
帳
坤
ナ
■
班
 
 

か
ら
3
年
世
の
戚
年
、
q
H
 
 

在
一
成
け
「
月
免
簑
 
 

必
需
掃
L
慮
ら
れ
、
付
惧
り
 
 

寛
仁
し
析
朋
の
昨
年
、
高
 
 

知
－
芸
l
毒
＃
冶
瓜
と
な
 
 

保
険
を
単
独
制
度
に
 
 

鳥取片山善博知事  
●島中R■甚も住！∈胃  

■支■辛会l氾嘔川月の  
凸舶用地Rb．■lと  
p日豊39爪1打何が出ゞエ．  

∬入u任Eだったが、全  
日柚l芦如し、全日軒  
の由A丑摘心1押川け用  
柵となった．白鳥製轡  
仁■え、員〝】tl色門．  
巾町け力11宙F）モロみ立  

て．仰の屋敷モR拍  
T．＃切手止l町－■以上の  

射苫で．圧電躍て■入仁  

1畑万「つ、1■に見ちIl■J  

方Hかま鐘才hモー．   

ぃ   蚤
空
言
売
払
些
崇
買
 
 

（
畠
円
）
に
3
り
0
 
 

腱
円
空
肌
血
戦
し
し
て
笠
－
 
 

‡
体
に
も
公
■
文
筆
尋
め
 
 

る
間
葡
妄
め
残
し
 
 

か
し
、
甲
は
一
口
入
口
群
形
 
 

成
に
公
田
l
J
没
入
で
さ
仕
 
 

い
し
左
冒
頭
【
に
出
馬
し
 
 

箕
輪
は
、
ロ
と
併
通
庸
 
 

願
か
坂
十
す
る
が
、
点
帽
舞
 
 

な
ど
が
「
政
府
軍
は
不
十
 
 

分
】
と
E
絆
し
、
憂
色
3
 
 

U
O
せ
n
の
罵
み
由
し
は
 
 

此
蔓
り
さ
れ
㌔
 
；
互
ミ
て
王
子
二
 
 

か た や 雷 

・よしひ 
ろ 
阿山 
締出 

宅用媒大 

卒。伯 

卓也背 
か  

片
山
冒
－
月
仙
晶
の
濾
災
 
 

■
停
一
〝
貞
墟
垂
は
、
 
 

財
鴇
て
ん
で
b
、
穴
層
で
 
 勺

僅
仇
で
▲
p
な
い
．
「
埋
 
 

雪
辱
受
あ
、
一
高
顎
 
 

で
臣
萬
托
す
る
人
蓋
 
 

T
る
〓
」
と
に
公
共
性
貯
見
 
 

い
だ
し
た
。
ば
く
大
山
【
吊
 
 

モ
か
け
て
頃
鄭
望
羞
品
て
 
 

て
■
し
に
り
、
買
仕
事
 
 

挫
劃
す
香
し
亡
よ
り
も
、
3
 
 

‖
古
き
し
t
け
て
蓋
屯
 
 

ぜ
に
村
戻
し
て
や
っ
え
は
、
 
 

－
〓
超
に
u
由
斎
■
｛
憎
・
ヤ
人
 
 

り
て
く
る
。
 
 


